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論文内容の要旨 

 
本論文は、明治後期から昭和戦前期の日本において、近代紡績業が移入され定着する過程に注

目し、生産施設と福利施設から構成された工場施設全体を一体的にとらえて、その変容の過程を

歴史的に考察するものである。「技術移転」を機械や建築が完成した時点で完了するととらえるの

ではなく、時間をかけて定着するものであるとの視点に立ち、工場の生産システムの総体として、

工場の空間が社会的条件の中で工場の内側からどのように変革されていったのか、あるいはどの

ような形で産業として定着していったのかを考察することを目的とした。また、紡績業の発展に

おいて福利施設が重要な役割を果たしたことに注目し、特に居住系施設の位置づけと建築的様態

の変化を解明することによって、紡績業の「技術移転」がなされた空間のあり様とそれを形成し

た理念を当時の生産に関わる他の技術、社会との関わりから考察することをもう一つの目的に据

えた。 
第 1 部「鐘淵紡績における紡績工場施設の形成と変遷」では、鐘淵紡績綿糸紡績工場の生産施

設と福利施設について建築的様態とその変遷を明らかにし、空間を規定するそれぞれの論理とあ

わせて分析を行った。鐘淵紡績は、経営規模において戦前期の日本の紡績業を代表する企業であ

り、福利施設の整備についてもいち早く取り組んで、先導的な役割を果たしたととらえることが

できる。主な資料として、鐘淵紡績の旧蔵資料、施設の設計を担った横河工務所の設計図面を用

いている。 
第 1 章では、鐘淵紡績の沿革を示すとともに、鐘淵紡績の発展において大きな役割を果たした

武藤山治の経営戦略と福利施策のあり方を検討し、特にドイツ・クルップ社の職工待遇法の受容

の内容を明らかにし、彼我の居住空間の差異につながることを示した。 
第 2 章では、明治中期から昭和初期にかけて建設された鐘淵紡績の綿糸紡績工場について、各

支店における生産施設の拡大の方法によって新工場の建設と既存工場への増築に分けてとらえ、

前者の事例として洲本支店を、後者の事例として中島支店の工場を取り上げた。工場本館を中心

に建築的様態を明らかにした上で、各工場における技術的側面をあわせて検討し、動力を中心と

した技術的変化と工場建物の変遷との関係を示した。 
第 3 章では、鐘淵紡績における寄宿舎を中心とした福利施設の建築的様態とその変遷について

考察を行った。日本の綿糸紡績業は移植産業として勃興し、先進的な技術を積極的に取り入れて
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発展したが、その一方で、工場の経営にあたって日本に適合した方法が模索される。ここでは、

モデルケースとしての兵庫支店と、他企業から合併・買収によって取得した諸支店においておこ

なわれた福利施設の整備の過程を精査し、寄宿舎を中心とした福利施設が一定の水準を獲得して

いく経緯を明らかにした。 
第 4 章では、日本統治期の朝鮮において鐘淵紡績が設立した全南・京城の 2 工場施設について

建築的様態を明らかにし、空間の特質を歴史的に考察した。生産施設においては、建築構造に煉

瓦造が用いられたことを除けば、機能的に最新のシステムが設置された。福利施設においては、

通勤を認めず寄宿舎での起居を前提として工場敷地内で生活のすべてが完結するという、それま

でに日本で成立した特質がより先鋭化して移出された。すなわち西欧からの移植産業として日本

で発展した工場施設を朝鮮に再度移植する際には、日本国内で成果が確かめられたシステムを直

接的に伝播させようとしたことを明らかにした。 
第 2 部「宇野利右衛門の著述に基づく労働者居住施設の歴史的考察」では、明治後期から昭和

初期にかけて、日本の労働問題に携わっていた宇野利右衛門（1875―1934 年）の活動に注目し、

宇野と彼が設立した工業教育会の著述に基づいて労働者居住施設の歴史的考察を行った。企業内

史料に基づく施策の分析は、その性格から整備史としての意味合いが強くなるおそれがある。一

方で、建築や住宅に関する同時代の専門雑誌は、工場労働者の居住施設の実態やそれを改善する

取り組みについては断片的にしか取り上げておらず、俯瞰的な視点を持ち得ていない。そこで、

明治後期から昭和初期にかけて、使用者とも労働者とも異なる独立した立場で労働問題に関わっ

た宇野利右衛門とかれが設立した工業教育会による著述に着目した。宇野利右衛門の活動と言説

を見ることで、明治後期から昭和初期において職工層に永続的な生活の場を提供するために必要

な社会的枠組みに光を当て、それを踏まえて労働者の居住施設を中心とした紡績工場の福利施設

を多面的・客観的にとらえることを試みた。 
第 1 章では、宇野利右衛門と工業教育会の活動における、労働者居住施設に関する著述の全体

像を明らかにした。第 2 章では、第１章をふまえて、宇野利右衛門と彼が設立した工業教育会に

よる、労働者の居住施設に関する著述のうち、とくに職工寄宿舎についての著述の内容に着目し

た。宇野らが寄宿舎には限界を見て社宅制度を評価しつつも、現実的にはなくすことのできない

寄宿舎の改善の方針として小規模単位の生活を推奨し、また居住施設とその他の福利施設とを一

体的に整備することを求めたことを示した。 
第 3 章では、労働者の居住施設における社宅のとらえ方を示したうえで、職工社宅の様態に関

する著述の内容、工業教育会が開催した懸賞設計のあり方を検討し、懸賞設計が宇野らの手を離

れて毛織工場や公営住宅向きのものとして実現したことを明らかにした。 
結章では、第 1 部で得られた知見を、第 2 部をとおして把握された俯瞰的視点のもとに検討し、

紡績工場施設の形成と展開の過程を総括して全体のまとめとした。 
 

論文審査の結果の要旨 

 

産業技術の移転がもたらした建築的成果に対しては建築史学からの研究が蓄積されており、技

術と社会との関係性に対しては、技術史はもとより経済史・労働史からの厖大な考察がある。し

かしながら、技術と社会と施設との相互関係についての総合的考察は緒についたところといって
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よい。 
 申請者の研究は、一次資料を博捜することによって、二方向からの重要な解明を果たしたもの

である。一つには、これまで存在を知られていなかった鐘紡の施設の設計図と同社の社内資料と

を発掘して、建築物の様態を精細に分析した。これによって生産施設と福利施設両者の変化の過

程を解明した。もう一つの視座は宇野利右衛門という労働問題研究家の著述を精読し、明治末期

から昭和初期にかけての福利施設の状況と変化を多面的に把握したことである。 
この二方向からの考察という方法論によって明らかになったことの一つに次のような事実があ

る。 
鐘紡においては明治末期から、日本的雇用慣行を基礎とする｢家族主義｣を標榜する一方、クル

ップ社をはじめとするドイツの労使関係を指針として、福利施設の改善と充実を図っていた。大

正後期以降、主要動力が蒸気動力から電気動力に変化することによって生産施設の配置の自由度

が増し、上記の福利施設の再編が促進されることとなる。ただ、クルップ社では労働者の居住は

工場敷地外の社宅を想定しており、学校や郵便局を備えた社宅街が形成された。日本でも社宅の

制度的充実と建築的改善が試みられる。しかし、紡績業の場合、若年の女子工員の労働力を中核

とする産業構造のため、工場敷地内の寄宿舎での居住が固守されることとなる。そのなかで生活

利便施設の充実が進むと、結果的に工場から一歩も出ない生活様式が完成する。 
寄宿舎においては、明治中期までの数十畳敷きの大部屋に起居させる「大規模少室数型」の不

衛生と危険性が指摘され、1 室 15 畳程度の「小規模多室数型」に転換が図られた。より衛生面で

優れる分棟形式の「小規模少室数型」も考案されたが、コストの問題に加え、劣悪な寄宿舎を改

善すべく大正期に各府県で施行された取締規則が「小規模多室数型」を前提としたため、「小規模

少室数型」は普及しなかった。 
すなわち、ここで申請者は技術移転における一種の曲解や不徹底さを指摘するのだが、同時に

それが当時は現実的な妥当性を有すると考えられていたことも明らかにしている。ここに端的に

示されるところの、徹底した事実の解明と多面的な考究は、近代建築史研究に資するところ大で

あるのみならず、建築史学の領域を超える意義を有する成果として高く評価できる。 
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